
健康長寿推進事業５年報告会について

市・公立岩瀬病院・福島県立医科大学が協働で進めてきた健康長寿推進事業が、事業開始から５年経過したことから、５月１１日（土）に市民交流センター１階のたいまつホールで報告会を開催しました。
報告会では、福島県立医科大学臨床研究イノベーションセンターの濱口杉大教授など７名の先生が参加し、健診結果、研究事業などについて、わかりやすく説明いただきました。
○報告会の様子
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１　健診結果について
　　７５歳以上の高齢者を対象とした健康長寿健診の結果の主な項目について、以下のとおり傾向や分析結果の説明がありました。
（1）運動習慣

約4割弱の方が推奨されている運動量より少なく、特に高齢女性の約半数が運動不足判定されま
した。
（2）転倒リスク

4割以上の方が転倒のリスクが高いと判定され、歩行器具の使用や手すりの設置により転倒を予
防する工夫が必要と判定されました。

（3）ロコモティブシンドローム

ロコモティブシンドローム（以下ロコモ）は、運動器の障害によって日常生活に制限をきたし、
介護・介助が必要な状態となるリスクが高くなる状態で、約半数の方がロコモと判定されました。
ロコモの予防・改善のために家庭でもできる方法として、開眼片脚立ちとスクワットが学会で推
奨されています。
（4）認知症

認知症の二大原因疾患は、アルツハイマー病と脳血管障害であり、なるべく早期に治療を開始す
べきであると考えられています。
平成27～29年の健診結果では、5～7％の方に認知症の疑いがあり、早期の受診が望まれます。

（5）残歯数と歯周病の危険性

残歯数が19本以下であると、転倒や認知症のリスクが高くなり、約6割の方が該当しました。
また、歯周病は、口腔内の衛生環境を悪化させ、栄養状態の低下や誤嚥性肺炎の危険性が増加す
ることが知られており、半数以上の方が歯周病の危険性が高いという結果でした。
２　研究事業について
　　これまでに2つの学術論文が著名な国際学術誌に受理されたことが報告されました。
（1）AGEと難聴

ＡＧＥ（最終糖化産物）は、多段階からなるたんぱく質の糖化反応を経て生成される最終物質で、加
齢に伴って体内の様々な臓器に蓄積され、様々な疾患の要因になり得ます。
平成27年に健康長寿健診を受診した後期高齢者270名(年齢の中央値78歳)の測定値を解析したとこ
ろ、世界で初めて聴力低下との関連が明らかになりました。
具体的には、皮膚で測定したAGE値（AF値）が１単位増加すると、聴力で約6.5dB（デシベル）分だ
け聞こえづらくなることが分かりました。この聴力低下の程度は、6歳分の加齢による聴力低下に相当
しました。
この結果から、今後、ＡＧＥの蓄積を予防することや蓄積したＡＧＥを治療する新薬の開発により、
難聴の症状の発症を未然に防いだり、発症後の症状を改善したりすることが期待できます。
この研究成果は、米国の老年医学雑誌（JAMDA: Journal of the American Medical Directors 
Association）に平成30年3月に掲載されました。
　○研究成果が掲載された論文
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（2）一日食塩摂取量、体重と血圧上昇
２つめは、平成27年の健康長寿健診を受診された後期高齢者288名(平均年齢80歳)を対象に、一日
食塩摂取量(田中式で推定)、体重と血圧上昇を調べた論文です。
一日食塩摂取量の平均は9.1g/日でした。
解析の結果、食塩摂取量と体重増加が収縮期血圧の上昇と関連することが明らかとなり、具体的には
１日の塩分摂取量が1g多いと収縮期血圧が約1.7mmHg高く、体重が1㎏重いと収縮期血圧が約0.5mmHg
高いという結果でした。
この結果から、生活習慣を改善することで後期高齢者の高血圧を予防できる可能性が示されました。
この研究成果は、The Journal of Clinical Hypertensionという高血圧に関する国際誌に平成31年4
月に受理されました。
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